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回目所見に応じて術後合併療法を考慮している．例え

ば，入院時既に長期間食事摂取困難なような，全身条件

の悪い症例では，分割手術として再建手術まで一期に行

わず，胸部食道癌切除後，体外人工食道によって食事摂

取を行い体力の回復を計る．この間に放射線の遷延照射

を行なったりしている．更に術後の合併療法も，癌腫の

進行度が極めて早期であると考えられるもの，またはa

因子進展の著しい症例では，局所および上縦隔への術後

照射を，またn因子進展の著しい症例ではブレオマイシ

ン，その他の抗腫瘍剤の併用療法を行なって，良好な結

果を得ているので，これらの因子を分類して治療法選択

の基準が求められると考えている．すなわち食道癌治療

は切除術後も，患者の状態に合せて合併療法を行うべき

で，手術所見，病理組織像より割り出した術前後の合併

療法について報告した．

 9．乳幼児咽後膿瘍3例

   （第2病院耳鼻科）

      ○伊藤 光子・荒牧  元・山口 直弘

       岡田 晴子

 抗生物質等が発達した今日では，特に都市においては

咽後膿瘍をみることは少なくなった．しかしわれわれ

は，昭和46年から昭和50年までの間に3例の咽後膿瘍を

経験したので報告し，併せて文献的考察を行なった．

 10．過去5年間における小児化膿性骨髄炎・関節炎の

   検討

   （第2病院整形外科）

      ○矢尾板孝子・大野 博子・上田 礼子

       増渕 正昭・菅原 幸子

   （同小児科）

       岩崎 芳美・11」崎 とよ・福田由美子

       梶原 敬子・草川 三治

 東京女子医大第2病院を承和5年間に訪れた，小児化

膿性骨髄炎および関節炎は18例（男12例，女6例，最少

年令4ヵ月，最高年令13才，平均4才）である．小児骨

髄炎・関節炎は敗血症様症状が先行し，局所々見および

X線像の発見がおくれる．したがって，鑑別診断の困難

な症例もあり，早期に適切なる治療方針を決定する事が

重要である．それにあいまって全身管理の必要性を痛感

する．

 そこで今回われわれは，整形外科，小児科の両科の共

同で，初発症状，諸検査，治療結果，予後について検討

を加え，その各々の関連についても述べた．

 11．〔症例検討会〕小児脳腫瘍

             （司会）喜多村孝一教授

 追って全文を本誌に掲載する．

 12．〔綜説〕皮膚と内臓悪性腫瘍

              （皮膚科）肥田野 信

 内臓悪性腫瘍の最：も直接的な影響は，皮膚転移の形で

ある．癌の種類としては，胃癌，乳癌等が多く，一般に

上部腹腔臓器と胸部臓器の癌は上半身に，下部腹腔臓器

の癌は膀高以下の皮膚に転移する率が高い．転移癌の組

織学的構造は，おおよそ原腫瘍の性格を保持はしている

ものの多少修飾が加わる場合もあって，転移病巣の組織

像から直ちに原発巣を云々することは必ずしも妥当では

ない．

 次に悪性腫瘍と直接関係のない皮膚症状ではあるが，

内臓悪性腫瘍を伴う頻度の高い疾患が幾つか知られてお

り，皮膚症状から逆に悪性腫瘍の存在を疑わせることが

ある．

 最もよく知られているものは黒色表皮症acanthosis

nigricansである．頚部，腋窩，ソケイ部，手彫の皮膚

が粗野化し黒色を呈するもので，胃癌に合併する事が多

い．癌の発生との時間的関係は一定せず，癌に先行する

場合もあれば後発する場合もある．また原発癌の手術に

よって皮膚症状も自然消退したとの報告もある．

 最近これに近縁のもので四肢の先端部にのみ角化性病

変を来すacrok6ratose Paran60plasiqueがある．

 角化性病変として，この他外国で有名なものは後天性

魚鱗癬であり，この場合伴うものはポジキン病が断然多

いとされているが，その他の間葉系悪性腫瘍や癌を伴う

こともある．

 皮膚筋炎はそれ自体膠原病として考えるのに疑いはな

いが，一方少なくとも成人例に関しては悪性腫瘍の合併

が少なからざることで知られている．その理由に関して

は，癌組織と筋蛋白の抗原性の近似によって自己抗体法

的なメカニズムが働くのではないかとの推定もされてい

るが，悪性腫瘍を伴う例と然らざる例との間に皮膚や筋

の症状に差はなく，成人の皮膚筋炎患者においては常に

内臓癌の存在を念頭に置かねぽならない．

 それ自体carclnoma in situであるボーエン病が内臓

悪習腫瘍に合併する率が高いと言われている．また慢性

ヒ素中毒の場合，皮膚には多発性ボーエン病を発し易

く，一方肺癌を初めとして内臓癌の発生にも統計上有意

の差をもつて増加が認められている．

 生体にとって異物である悪性腫瘍の代謝産物に起因す

るとみなすべき種々の中毒性現象もみられる．その例は
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erythema gyratum repens，慢性蒜麻疹，皮膚廣痒症等で

ある．

 癌免疫を皮膚反応から推定する試みもなされつつあ

る．この場合，主役を演ずべぎリンパ球，特にT細胞の
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機能の検索には，皮膚は好個の場を提供する．現在ツベ

ルクリン反応，カンジダ反応，DNCB感作試験， PH

A皮内反応等が試みられており，内臓悪性腫瘍患者の予

後判定に資料を提供することが期待されている．
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